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趣旨、開催経緯等 これまでの方向性と平成１９年度の検討の進め方

昨今の入札契約制度改革や公務員削減等の動
きを踏まえ、現在の建設生産システムに生じて
いる諸課題を整理し、今後の直轄工事における
発注者責任や建設生産システムのあり方につ

・これまでの議論を踏まえ、平成１８年９月２０日に『中間とりまとめ』を策定
・第４回懇談会において、個別課題の検討を、３つの専門部会（新設）及び
２つの委員会（既設）において実施することを決定
・第５回懇談会において、各専門部会及び委員会の進捗状況を報告すると
ともに、今後の方向性を審議

【専門部会】
○企業評価専門部会

今後の施策の進め方

会議名
（委員長等）

国土交通省直轄事業の建設生
産システムにおける発注者責任

資料５－６

発注者責任や建設生産システムのあり方につ
いて検討

　第１回　　Ｈ１８．５．１７
　第２回　　Ｈ１８．６．　６
　第３回　　Ｈ１８．６．２７
　第４回　　Ｈ１８．９．２９
　第５回　　Ｈ１９．４．２０

○企業評価専門部会
○設計・施工プロセス専門部会
○品質確保専門部会
【委員会】
○公共工事における総合評価方式活用検討委員会
○設計コンサルタント業務等成果の向上に関する懇談会

企業評価専門部会
（高野伸栄
　北海道大学大学院工学研
究科准教授）

発注者責任懇談会の『中間とりまとめ』に記載さ
れている課題のうち、成績や体制を重視する企
業・技術者等の評価の仕組みづくりについて、
専門的に検討。

　第１回　　Ｈ１８．１０．３１
　第２回　　Ｈ１８．１２．２０
　第３回　　Ｈ１９．　３．１６

・平成１８年度の成果として、競争参加資格審査や工事ごとの競争参加資
格等についてまとめた「企業評価専門部会平成１８年度とりまとめ」を策
定。

産システムにおける発注者責任
に関する懇談会
（小澤一雅
　東京大学大学院工学系研究
科教授）

・個別課題について、専門部会及び委員会で引き続き検討

・Ｈ２１～２２の競争参加資格審査に向けた企業ランキング手法

の検討
　第３回　　Ｈ１９．　３．１６

設計・施工プロセス専門部
会
（福田昌史
　高知工科大学客員教授）

発注者責任懇談会の『中間とりまとめ』を受け、
設計や施工の検査・評価に係る仕組みづくりに
ついて検討

　第１回　　Ｈ１８．１１．１５
　第２回　　Ｈ１８．１２．１２
　第３回　　Ｈ１８．１２．２７
  第４回　　Ｈ１９．　３．　７

・直轄工事における監督・検査態勢の見直し（施工プロセスを通じた検査の
導入）や下請表彰の制度について検討し、中間とりまとめを策定

品質確保部会

新しい建設生産システムを構築するための具体
的な取組のうち、発注方法の最適化や情報の
共有化・活用に関して、専門的に検討（詳細別
紙）

・優れた技術力を有する企業の競争参加資格の拡大

・ 施工プロセスを通じた検査は、H１９年度に試行する１００件に

ついて、有効性等の分析・評価

→ 引き続き施策の方向性を検討

・ 下請け表彰については、H１９年度から実施

・詳細設計付工事発注方式、ＣＭ方式の試行等検討

平成１７年９月には「公共工事における総合評
価ガイドライン」を、また平成１８年４月には「高
度技術提案型総合評価方式の手続について」
をとりまとめたところであるが、引き続き、総合評
価方式の実施状況をフォローアップし、適宜ガイ
ドラインの改善を図る。

　第８回　　Ｈ１８．１０．　３
　第９回　　Ｈ１８．１０．２７
　第１０回　Ｈ１９．　１．１０
　第１１回　Ｈ１９．　３．　２

・第８回委員会以降は、総合評価の実施状況のフォローアップや施工体制
確認型総合評価方式の検討等を実施し、第１１回において、委員会報告を
策定
・平成１９年度は、作業部会を設置し、総合評価方式の実施状況を継続的
にフォローアップするとともに、手法の改善や普及方策等について検討

発注者責任懇談会の『中間とりまとめ』の提言を
受け、国土交通省が発注する設計コンサルタン
ト業務等成果の向上に資する諸方策や様々な
課題について、発注者、受注者及び学識経験者
の三者により政策・方策の立案に資する相互の
意見交換を行う

　第１回　　Ｈ１８．　６．２９

・業務における総合評価の導入・品質評価の導入について検討を実施
・平成１９年３月１６日に中間とりまとめを策定

公共工事における総合評価方
式活用検討委員会
（小澤一雅
　東京大学大学院工学系研究
科教授）

設計コンサルタント業務等成果
の向上に関する懇談会
（小澤一雅
　東京大学大学院工学系研究
科教授）

・マネジメント部会及び作業部会を立ち上げ、評価項目や評価方

法の検討するとともに、改善方策を提案

①低入調査、業務コスト調査を実施し、業務の原価構造を把握　第１回　　Ｈ１８．　６．２９
　第２回　　Ｈ１８．１０．３１
　第３回　　Ｈ１９．　２．　１
　第４回　　Ｈ１９．　３．１６

科教授） ①低入調査、業務コスト調査を実施し、業務の原価構造を把握

→ 調査実施中

②総合評価試行１４件について分析・評価


